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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は、小児がん看護の標準化を目指し、先行研究で開発し検討してきた
「小児がん看護ケアガイドライン」の臨床活用の検討とケアモデルの開発をすることである。
　小児がん看護に携わる看護師を対象とした全国調査を行い、ガイドラインの検証を行った。ガイドラインに示
した46項目の重要性に関する看護師の認識は高く、ほとんどの項目が支持された。実施の程度に関しては、項目
により違いがみられ、ケアの困難感や課題を示していると考えられた。さらに自由記述の分析や入院環境調査を
基に、現状の小児がん看護の課題に即したガイドラインの改訂及びケアモデルを記述した。

研究成果の概要（英文）：　The purpose of this research is to verify the clinical use of "Childhood 
cancer nursing care guidelines" developed in the previous research and to develop a care model, 
aiming at standardization of childhood cancer nursing. 
　We conducted a national survey to evaluate guidelines for nurses involved in pediatric cancer 
nursing. The nurses' perceptions of the importance of the 46 items of care described in the 
guidelines was high, and most items were supported. The nurses' perceptions of the degree of care 
implementation differed depending on the item, and were considered to indicate difficulties in care 
and problems. Based on these results, we revised the guidelines and described the care model in line
 with the current issues of childhood cancer nursing.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、小児がんの子どもと家族のQOLの改善を目指す日本小児がん看護学会の研究活動の一環として位置づ
け、活動を継続してきた。小児がん治療やがん対策推進基本計画等の動向を踏まえ、看護実践に関するケアの指
針として、臨床現場の看護師が活用しやすいように、具体的でわかりやすく、ケアモデルの記述も含め「小児が
ん看護ケアガイドライン2018」へと改訂した。日本全国どこにいても治療中及び治療後の小児がんの子どもと家
族への標準的ケアとして展開されることを願い、日本小児がん看護学会会員および全国の小児がん治療施設に送
付した。2019年秋には、日本小児がん看護学会ホームページにも掲載される予定である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 小児がんの 5年生存率は 70-80％となったが、子どもや家族は治療開始から治療中、治療後に
も様々な苦痛や制限を受け、身体的・心理社会的な問題を抱えている。小児がん患者は年間約
2500人の発症と少ないものの診療施設は全国 200施設と多く、小児がん医療や看護の経験の蓄
積や専門性は確保しにくい。平成 24 年の第 2 期がん対策推進基本計画では、「小児がん」が新
たな重点項目となり治療施設の集約化（小児がん拠点病院の指定）とともに緩和ケアを含む集学
的治療が政策課題として示された。しかし看護においては、「小児看護やがん看護に関する専門
的な知識及び技能を有する専門看護師などの配置が望ましい」と記載されているのみであり、小
児がんの子どもや家族が安心してケアを受けられる条件整備としては十分とは言えない。 
 日本小児がん看護学会では、小児がんの子どものケアに携わる看護師が様々なケアにおいて
困難を感じていること、ケアの施設間格差があること等に対して、「小児がん看護ケアガイドラ
イン（以下「ガイドライン」）2008」を作成し、その後、「ガイドライン」の各章に関連した「病
気・病状の説明」「症状マネジメント」に関する研修会の開催や、看護師が困難を感じている終
末期ケアに関する詳細な調査を行い、小児がん看護に求められるケア内容の検討を踏まえた「ガ
イドライン 2012」へと改訂し、日本小児がん看護学会ホームページにも掲載し臨床現場への周
知・普及を図ってきた。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、小児がん看護の標準化を目指し、先行研究で開発した「小児がん看護ケアガイドラ
イン」の臨床活用の検討及び「ガイドライン」の検証とさらなる充実のための検討および小児が
んの患者・家族に特徴的な看護問題に関連したケアモデルの開発を行うことを目的とする。 
 
３．研究の方法 
 1）小児がんの子どもと家族に関するケア及びケア環境に関する文献検討及び国際小児がん学
会参加と合わせて小児がん看護を推進している海外の病院・施設の視察を通して、わが国の小児
がん看護の実情を検討し、課題とされる内容について研究者間で協議した。また、がん対策推進
基本計画などの国や都道府県の動きに関する情報収集をしながら、求められる看護ケアとその
実践を担う人材育成についての検討を行った。 
2）わが国の小児がん看護の現状と課題を明らかにするために、①病棟師長を対象にした小児
がんの子どもの病棟（病院全体も一部含む）のケア環境に焦点をあてた調査、②病棟看護師を対
象にした、小児がん看護の 46 項目のケア内容についての重要度・実践度の認識および小児がん
看護の実践上の困難、課題、取り組みに関する自由記述など、ケアの内容に関して全国 108 施設
の各 2病棟への調査を実施した 
分析は、量的データに関しては SPSS ver.21 を用いた統計解析により、質的データに関しては
研究者間の協議による検討を重ね、分析した。これらの結果を、毎年の日本小児がん看護学会学
術集会および国際小児がん学会にて発表し、参加者と意見交換した。また、看護の実践に困難を
感じている項目として挙がった、「きょうだい支援」に関しては、学術集会にてワークショップ
を企画し、きょうだい支援に携わっている支援グループや病棟看護師からの講演と参加者の意
見交換を行った。 
 3）上記の結果を研究者間で協議し、「小児がん看護ケアガイドライン 2018」に求められてい
る内容を再検討し、「ガイドライン 2012」の各章を基に内容を充実させることと、新たな章立て
として、「抗がん剤曝露対策」、「AYA 世代のがん患者へのケア」「ケアモデル」を追加し、「ガイド
ライン 2018」へと改訂した。 
  
４．研究成果 
 「小児がん看護ケアガイドライン 2018」の作成の基礎とした一連の研究成果に関して、上記
学術集会等にて発表し、参加者とともに小児がん看護の現状と課題を共有した。また、研究結果
の考察からは教育支援の必要性が示唆されること、参加者からも教育支援プログラムへの期待
の声が挙がっている。日本小児がん看護学会は、「小児がん看護の専門性」を持つ看護師の育成
に関する教育支援プログラムに着手しており、「ガイドライン 2018」は、その貴重な資料として
役立てられた。 
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